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※ ５月のレセプト提出日は６日（木）です。ご注意下さい。 

  返戻を含む紙レセプト、猶予期間のフロッピーの提出はこの日にお願いします。 
※ オンライン化後も、処方せん受付枚数、広域医療機関受付枚数の報告は継続してお願いしてお

ります。ＦＡＸでもよいのでよろしくお願いいたします。 
 

都薬関連およびその他の重要な連絡事項など 

 
１）「薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業」集計報告 
      平成２１年７月～１２月に財団法人日本医療機能評価機構へ報告されたヒヤリ・ハット事

例1,285件についてまとめた集計報告書が公表され、ホームページに掲載されております。 
      是非、ご覧になってお役立てください。 

 http://www.yakkyoku-hiyari.jcqhc.or.jp/ 
【再掲】「薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業」参加登録のお願い 

      昨年４月より、財団法人日本医療機能評価機構では、薬局ヒヤリ・ハット事例を収集して

おります。全国の薬局から報告されたヒヤリ・ハット事例を収集・分析して、情報をフィ

ードバックすることにより、情報を共有し、医療安全対策の一層の推進を図ることを目的

としています。 
      しかし、参加登録を行った薬局が１７７４施設（昨年 12 月）と、事例分析に十分な情報

が集まっていない状況です。 
      ぜひともこの事業に参加をお願いいたします。参加登録は下記ホームページから。 
      http://www.yakkyoku-hiyari.jcqhc.or.jp/ 
       
 
２）「薬局のための偽造処方せん対策マニュアル」 
      日薬ホームページに「薬剤師会・薬局のための偽造処方せん対策マニュアル」および、 

そのダイジェスト版である上記マニュアルが掲載されております。会員向けページから 
閲覧、ダウンロードができますのでご覧下さい。 

 
３）「重篤副作用疾患別対応マニュアル」 
      重篤副作用総合対策事業において上記マニュアルが取りまとめられ、以下のホームページ

に掲載されました。ぜひご覧下さい。 
・ 厚生労働省ホームページ 
・ 医薬品医療機器情報提供ホームページ 

 



４）＜OTC医薬品情報＞ 新たに承認されたスイッチOTC 
      医療用成分「トロキシピド」（代表薬：アプレース）を含有するスイッチOTCが発売され

ました。第１類医薬品です。 
      製品名：イノセアバランス（佐藤製薬） 
      有効成分（この製品は、トロキシピド以外にも有効成分が含まれています。） 
      トロキシピド、アズレンスルホン酸ナトリウム水和物、ロートエキス３倍散Ｃ 
      沈降炭酸カルシウム、ケイ酸マグネシウム、炭酸水素ナトリウム 
 
５）＜OTC医薬品情報＞医薬品のインターネット販売訴訟～東京地裁判決について 
      インターネット販売業者が第１類、第２類医薬品の通信販売を行う権利を求めた裁判につ

いて、国側勝訴の判決が言い渡されました。薬剤師などの有資格者による対面販売の妥当

性を認める判断が下されました。 
      引き続き、薬剤師などによる対面での情報提供を行う体制の確保をお願いいたします。 
 
６）「生活（暮らし）と薬から見る体調チェック・フローチャート」第３版 
      日薬ホームページの会員向けページに掲載されております。 
      これは、薬剤師が日常業務の中で役立てるために、かんじゃの日常生活の変化や身体に関

する訴え等から、薬物の生活機能などへの影響を紐解く際の一助となるように構成され、

薬剤師が他の職種との連携や協働に対し、より積極的に係わることができるように作成さ

れております。ぜひご覧になり、お役立てください。 
 
７）【再掲】都薬ホームページ上でのｅ‐ラーニング講座の試聴について 
      東京都薬剤師会では会員の学習を支援する方法のひとつとして、インターネットによる 

研修を考慮中です。このたび、試験的に、『ｅ‐ラーニング』を運用することになり、ご

視聴いただいて、ご意見をいただきたいしだいでございます。 
内容：都薬生涯学習特別委員会と協力くださるNPOが協議の上、１年間２４講座を提供 
協力：特定非営利法人 医療教育研究所（ＩＭＥ） 
方法：東京都薬剤師会ホームページの会員ページからログインする 
   インターネットによるｅ‐ラーニング 
期間：平成２１年８月３日（月）より１年間（予定） 
費用：無料 
  ※試験運用のため認定シールや修了証の発行はありません 

 

保険部より 
１） 東京都難病患者等に係わる医療費の肝炎医療費助成制度の拡充 
      国の肝炎治療特別促進事業実施要綱などの改正に伴い、東京都の制度も変更があります 

のでご注意下さい。４月１日より変更されています。 
・ B型ウイルス肝炎に対して行われる核酸アナログ製剤治療の追加 
・ 自己負担限度額の引き下げ 
・ C型肝炎におけるインターフェロン治療に係わる制度の２回目の利用を認める 

 
２）「都外の国民健康保険および後期高齢者医療に加入し、都内の医療費助成制度の受給者証を交付され

ている被保険者の助成費の取り扱いについて」の郵送について 
      国保連合会より上記内容の書類が届いておりますので、確認してください。 
      都外の国保組合（薬剤師、医師、美容師等）に加入している方で、都内にお住まいの方の

お子さん等がこれにあたるので、よく読んでいただき、今まで手続きを間違えてしまって



いたところは、今回訂正して請求してくださるとともに、以後請求方法にお間違えのない

ようレセコンなどの設定訂正をお願いいたします。 
 
３）「処方せんを発行する保険医療機関の都道府県番号･点数表番号･医療機関コードについて」 

 平成 22 年度調剤報酬改定伝達講習会にて、処方せん及び調剤報酬明細書に処方せんを

発行した保険医療機関の都道府県番号･点数表番号･医療機関コード(以下、『医療機関コー

ド等』と言います。)の記載欄が設けられたことをお知らせいたしましたが、その取り扱い

については下記の通りになっております。 
記 

① 処方せんについて 
平成22年9月30日まで 
１） 医療機関コード等の記載欄のない処方せんを使用できること。 
２） 医療機関コード等の記載を省略できること。 
 
② 調剤報酬明細書について 
１） 医療機関コード等の記載欄のない調剤報酬明細書は、当分の間、取り繕って使用でき

ること(取り繕い方法は未定。) 
２） 平成22年9月30日までに発行された処方せんについては、医療機関コード等の記載

を省略できること。 
 

上記、詳細が必要な会員薬局さまは、社団法人 豊島区薬剤師会 保険部グループペー

ジに詳細な資料がアップされております。 

豊島区薬剤師会からの連絡事項 
 
１）［再掲］豊島区薬剤師会ホームページ開設‼ 
     ホームページを立ち上げました。ここにいろいろと情報を載せていきます。 

（FAXや配布物などはいままで通りです。ご心配無く。） 

ホームページアドレス   http://www.toyoyaku.jp/ 

                    会員専用ページに入るには、パスワード  toshima    を使ってください。 

学術部より 
○豊島区薬剤師会学術勉強会のお知らせ 

５月の勉強会は５月20日（木）午後８時～９時 で行います 
場所：生活産業プラザ 7階 会議室 
内容：「漢方エキス剤Q&A～服薬指導の注意点～」 

☆今回の勉強会は薬剤師研修センターの認定単位となります。 
 
○ 豊島区薬剤師会薬剤師研修会のお知らせ 

５月の研修会は５月27日（木）午後８時～９時で行います。 
場所：未定（FAXネットにてお知らせ致します） 
内容：未定（FAXネットにてお知らせ致します） 

 ※豊島区薬剤師会会員薬局のみの研修会となります。 
 



池袋あうる薬局より 
 
５月の輪番は以下の通りとなっております。出動よろしくお願いいたします。 

お願い ～輪番に入る７日前までに、出動する方の氏名をあうる薬局まで連絡してください。 

 
5月 日勤 

（９：００～１６：３０） 
準夜勤 

（１６：００～２２：００） 
１日（土） ■ ■ ■ 平和通り保健薬局 
２日（日） 佐藤薬局 大澤第一薬局 佐藤薬局 岩村先生 
３日（月） 千川薬局駅前店 大澤第一薬局 千川薬局駅前店 岩村先生（事務藤川）

４日（火） 佐藤薬局 大澤第一薬局 佐藤薬局 岩村先生 
５日（水） 北池薬局（事務藤川） メイプル薬局西池袋店 北池薬局 E 佐藤薬局 
８日（土） ■ ■ ■ 千川薬局駅前店 
９日（日） くりさき薬局 うずらやま薬局 大澤第一薬局 いわい薬局目白店 
15日（土） ■ ■ ■ 平和通り保健薬局 
16日（日） 要町薬局 駒込中央薬局 駒込中央薬局 千川調剤薬局 
22日（土） ■ ■ ■ エンゼル薬局 
23日（日） メイプル薬局西池袋店 うずらやま薬局 大澤第一薬局 いわい薬局目白店 
29日（土） ■ ■ ■ 北池薬局 
30日（日） 要町薬局 佐藤薬局 さの薬局 佐藤薬局 

 
 
 

長崎地区休日輪番薬局 
 

5月  
２日（日） エンゼル薬局 
３日（月）  高橋薬局 
４日（火） ホサカ薬局 
５日（水） ホサカ薬局 
９日（日） チチブ薬局二丁目店 
1６日（土） カテイ堂薬局 
23日（日） ほてい薬局 
30日（日） 高橋薬局 

 
 
理事会報告 
４月７日（水）午後８時より豊島薬業会館1階会議室にて理事会が開催されました。 
出席者：大澤会長 遠藤副会長 江村副会長 小杉副会長 毛塚常務理事 佐藤常務理事 
    田崎常務理 斉藤常務理事 黒須常務理事 田中理事 鬼倉理事 恩田理事 
    栗崎理事 石塚理事                   記録係：高石 
○前月分理事会議事録承認 



○ 報告事項 
 
１、都薬からの連絡 
２、お薬手帳の件 
    カバーと手帳の配布状況が報告された 
３、薬剤師会ホームページの件 
    ホームページ内に理事会ページが作成されたことが報告された 
４、学術部報告 
５、「池袋あうる薬局運営委員会」報告 
６、薬学生受入薬局研修について 
７、公益法人化スケジュールについて 
８、区協議会・都薬委員会等の出席について 
９、職員給与の件 
10、会員数報告 

A会員   １２４名 
  B会員     ２１名 
     合計    １４５名 
 
  会員交代 
    渡邉 春菜 → 林 憲生（A）  薬の日生薬局 駒込６ 
    諏訪 久美子（Ａ）→（Ｂ）    大健堂日の丸薬局 
    森野 忠  （Ａ）→（Ｂ）    ツルハドラッグ南池袋 
 
 
○審議事項 
 
1、 通常総会の件 
  ５月２８日開催が承認された。 

2、 都薬代議員の件 
  代議員と予備代議員が決定した。 

3､ 医師研修の件 
医師２名の薬局研修に２薬局が決定した。 

4､ 区長訪問挨拶の件 
   正副会長等にて区長挨拶に行くことが決まった。 

 
 

○ 協議事項 
 
１、協同組合人事について 
   小杉理事長、毛塚理事、佐藤理事、田崎監事が就任することが決定した。 
 
 
管理センター報告 
管理センター売上及び仕入 
   平成２２年３月売上金額  ￥6,349,582 
   平成２２年３月仕入金額  ￥6,312,531 



保険部報告 
広域病院処方せん受付状況報告 

 
 
 
 

 
学術トピックス 
『遺伝子分析～個人にあった薬剤投与』 
遺伝子の個人差を調べ、体質にあった薬剤選びや副作用の少ない投与量の判断に生かす臨床研究が

相次いで始まった。 
調べるのは SNP（スニップ：１塩基多型）と呼ばれる遺伝子の個人差。遺伝子を構成する化学物

質である「塩基」配列の違いを指し、これが病状や薬の効き方に関係する。SNP は血液などをも

とに判定できる。 
東京女子医大遺伝子医療センターはがん患者を対象に SNP を調べ始めた。この遺伝子の個人差と

「タモキシフェン」など代表的な５種類の抗がん剤を調べた結果をもとに適切な薬を選び、薬が効

きにくいとみられる患者には別の薬や治療法を検討する。 
日本医大と凸版印刷、理化学研究所は脳卒中の再発等を防ぐため、抗血栓症薬「ワルファリン」の

投与を決める臨床研究を始めた。 
ワルファリンは個人によって最適投与量が６倍以上異なり、副作用を減らし予防効果を高められる

投与量を判断する。 
兵庫医療大学は結核患者のSNPを調べて治療薬「イソニアジド」の投与量を決める。SNPの違い

により標準投与量の１／２でよい患者とそれ以上投与しないと効果が出にくい患者があった。 
SNP を治療に応用する研究が加速する背景には遺伝子と病気との関係について解明が進みデータ

がそろってきたことがある。優れた薬剤でも患者によっては重い副作用が出る背景に遺伝子の個人

差がある事が明らかになり、リスクを最小限にする試みが活発化した。 
              日   経      Ｈ２２・２・１ 
 

豊島区薬剤師会の活動（３月） 
 
３/８（月）レセプト提出 
      理事会 
３/11（木）あうる薬局運営委員会 
３/13（土）都薬支部長会 
３/15（月）正副会長会議 
３/17（水）公害健康被害診療報酬審査会 
３/18（木）豊島区薬剤師会学術勉強会 
３/25（木）豊島区薬剤師会地区研修会 
３/26（金）班長会 
３/26（金）臨時総会      

 
 

都立大塚 都立豊島 老人医療センター 

件数 枚数 件数 枚数 件数 枚数 
2064 2299 ７６ ８３ ８３ ９３ 



管理センター取り扱いリスト追補 
 
＊今回はありません 
 

＊ 管理センターへの注文方法に関するお願い    
   管理センターの業務の円滑化のために下記の事項を守って下さるようお願いします。 

① 注文は専用の用紙を使用してください。 
    （お手元に無い場合は事務局まで連絡を頂ければFAXまたはメールにて送ります。 
     また、豊島区薬剤師会ホームページからのダウンロードも可能になりました。） 
② 一枚での注文は10医薬品までとし、欄外への記載はしないでください。 
    （欄外への記載は読み間違いを起こす要因になります） 
③ 一度使用した用紙を使用しての注文はしないでください。 
    （消し忘れによる注文の重複が起きたり、読み間違いの要因になります） 

  以前からお願いしている事項ですので、お守り頂けない場合は改めて注文して頂くか出庫を 
見送らせて頂きます。 
管理センターの円滑な作業と間違い防止のため、ご理解ご協力のほどお願い致します。 

                            （管理センター所長 江村 公良） 
 
＊ 管理センターの取り扱い品リストをご希望の方は豊島区薬剤師会事務局までお申込ください。 

（電子媒体の分は最新更新版をお渡しできます。） 
Eメールの添付ファイルは無料。フロッピーディスク、紙のコピーは500円です。 

  尚、豊島区薬剤師会ホームページの会員ページから取り出すことも可能になりました。 
 
＊ 管理センターでは、会員様の要望の多いものにつきまして、取り扱いを検討し、採用するか否

かを決定する資料として使用します。つきましては下の要望書に記入し、毎月のレセプト提出

時に事務局に提出してください。集計管理上、１枚１品目とし、複数の場合はコピーしてお使

いください。 
・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・（きりとり）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

医薬品管理センター取り扱い要望書 
                            平成  年  月  日 
 
           薬局名                              印  
 
     以下の製品の取り扱いを要望します 
 
製品名                                  規格 
                                                
 
 
 
 


